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研究成果の概要（和文）： 

下オリーブ核神経回路の電気生理学的特性の生後発達変化を解析した。下オリーブ核ニュー
ロンに脱分極性・過分極性の刺激を与え、活動電位の発生と入力抵抗の生後発達変化を解析し
た。その結果、生後 7日～15 日にかけて活動電位閾値の増大と、入力抵抗の低下が起こること
が分かった。この変化は、下オリーブ核ニューロン間における gap junction の形成と同時期に
起こったため、gap junction の形成による膜特性の変化を反映するものであることが示唆され
る。また、下オリーブ核細胞の特徴である、閾値下の周期的膜電位遥動（subthreshold 
oscillation, STO）の生後発達変化の解析も行った。生後 7日齢の下オリーブ核ニューロンは
STO を示さないが、生後 10 日前後から STO を示す細胞が増加する傾向があることが分かった。
これらの結果は、成熟動物の下オリーブ核ニューロンを特徴づける電気生理学的特性は、生後
7日から 15日にかけて獲得されることを示している。 
 
研究成果の概要（英文）： 

Postnatal changes of electrophysiological properties of inferior olivery (IO) neurons are 
examined by the patch clamp recording using slices prepared from mouse medulla. The 
threshold of action potential was increased and input resistance was decreased from 
postnatal day 7 (P7) to P15. These developmental changes proceeded coincident with the 
formation of the gap junction. Moreover, the subthreshold oscillation also started during 
this postnatal period. These results suggest that IO neurons gain their adult type 
membrane properties from P7 to P15. 
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１．研究開始当初の背景 
成熟動物のプルキンエ細胞は、ほとんどが

一本の登上線維により支配されているが、誕
生直後のプルキンエ細胞は複数の弱い登上
線維により多重支配されている。生後発達に
伴いプルキンエ細胞を支配する登上線維の
数が減少し、マウスでは生後 3 週目までに一
本支配に移行する。 

シナプスの刈り込みは神経活動依存的で
あるため、登上線維の起始核である、下オリ
ーブ核神経回路の成熟に伴う活動パターン
の生後変化が、登上線維の発達に影響を与え
ている可能性が考えられる。しかし、これま
での登上線維刈り込みの研究は、ほとんどが
登上線維とプルキンエ細胞のシナプス部位
で行われているため、下オリーブ核の神経回
路の発達と、登上線維－プルキンエ細胞シナ
プスの刈り込みを統合的に解析した研究は
いまだなされていない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、下オリーブ核神経回路と、そ

の活動パターンの生後発達変化を明らかに
する。 
 
３．研究の方法 
延髄のスライスを作成し、スライス上の下

オリーブ核ニューロンからホールセル法で
電気記録をおこなった。生後日齢を変えて同
様の解析を行い、生後発達に伴う電気生理学
的特性の変化を解析した。 
 
４．研究成果 

下オリーブ核ニューロンに脱分極刺激を
与え、発生した活動電位の生後発達変化を解
析したところ、生後 7 日から 15 日にかけて
振幅は徐々に増大するが、閾値が高くなるこ
とが分かった。活動電位の持続時間は全体的
に短くなる傾向があった。 

また、下オリーブ核細胞の特徴である、閾
値下の周期的膜電位遥動（Subthreshold 
oscillation, STO）の生後発達変化の解析も
行った。現在の所、生後 7日齢の下オリーブ
核ニューロンは STO を示さないが、生後 10
日前後から STOを示す細胞が増加する傾向が
あることが明らかになってきている。 

さらに、Gap junction を通過する蛍光指示
薬を電極内液に加えてパッチクランプを行
い、神経細胞間の Gap junction の形成過程
を調べた。その結果、生後 7日前後では、神
経細胞間に Gap junction はほとんど形成さ
れていないが、生後 10 日目前後から Gap 
junction の形成が始まることが分かった。 
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